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1瀬疲塵壁）・（・）27・遮い？顛

研究科の動向

関　清秀教授の停年退官にあたって

北海道大学大学院環境科学研究科環境計画学専攻

　　　教授山村悦夫

　　環境計画学専攻地域計画学講座を担当された関　濤秀教授は，北海道大学に大学院環境科

学研究科設立の構想時より本研究科設置準備委員会委員として参画され，本心究科創設にあた

って重要な役割を果されました。

　　先生は，昭和52年4月から2年間，本研究科の初代研究科長の要職に任ぜられ，あわせ

て木山評議員として本研究科の創設，発展に貢献されました。

　　先生は，昭和22年12月に創設されたばかりの北海道大学文学部の助教授に任ぜられてよ

り，教育学部創設準備委員会委員，本学大学院委員会委員，学生部委員会委員，図書館委員会

委員として尽され，昭和30年10月ロックフェラー財団の招きにより，昭和32年11月までア

メリカ合衆国ノースカロライナ大学社会科学研究所客員研究員として，TVAを中心とする地

域開発計繍及び人口問題の研究に従事されました。また，昭和52年4月，文学部に新設され

た行動科学科の創設に当ってその中心的役割を果され，さらに，本研究科最初の課程博士論文

の主査として指導，審査されました。

　　この間，33年余の長きにわたり，地域社会学，人日間題，家族社会学，社会福祉，地域計

画学等を講じ，学生の教育・指導にあたると共に，新しい環境科学の研究分野において，パイ

オニアとして研究に従事され，貴重な著書論文を多数発表され，また太平洋学術会議，国際家

族研究セミナー，アジア入1コ闘題会議等の国際的研究学会に参加し，斯界に大きく貢献されま

した。

　　昭和52年の有珠山噴火にあたっては，北海道大学研究プロジェクトチームの研究代表者

として研究に従事され，157名からなる全学の研究者を指導して「有珠山噴火と環境変動」の

報告書を発行し，環境アセスメントに関する基本的文献として国内のみならず世界的にも高く

評簡されました。

　　先生の御尽力により，環境科学研究科全体として基礎が確立し，今後の研究科の益々の発

展が期待される時に，先生が停年退官されたことは，誠に残念なことであります。退富後には

健康に留意され，…腰御活躍されますよう御祈り申し上げる次第であります。
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関　清秀教授略歴

大正6年4月8臼

目召和4勾三3月

　　9年3月

　　12年3月

　　15年3月

　　　　　4月

16年4月

　　6月

18年11月

19年1月

20年12月

22年6月

　　12月

24年8月

25年4月

　　11月

26年4月

27年3月

28年4月

　　7月

29年5月

　　10，月

30年2月

　　　6月

　　10月

青森県北津軽郡梅沢村大字中泉に生れる

梅沢小学校5年終了。小学校卒業検定試験合格（青森県）

青森県立木造中学校卒業

弘前高等学校文科乙類卒業

東京帝国大学文学部社会学科卒：業

東京帝国大学文学部副手

（戸田貞三教授の指導により大学院にて家族および農村社会学研究。農村に

おける人口出生力調査に従事。前田自重会奨学金及び小林奨学金を受ける）

内閣企画院嘱託（第一部において国土計顧の立案策定に従事）

企画鼠輩（同上〉

内務属（国土局計画課において国土計画，地方計画，都市計画の立案策定

に従事）

内務省調査官（同上）

兼：軍需事務官（軍需省臨時生産防衛対策中央本部計画課）

兼：防空総本部嘱託（総務局人員疎開課）

兼：外務省賠償対策審議室員

総理府事務官。経済安定本部部員（経済安定本部建設局計画課において国

土計画の立案策定に従事）

文部教官。北海道大学助教授（法文学部社会学講座所属）

北海道中央地域総合開発調査委員

文学部社会学講座勤務

北海道総合開発委員会臨時委員

北海道児童福祉審議会委員

北海道大学社会教育講座講師

北海道大学大学院文学研究科委員会委員

北海道大学現職教育講座講師

札幌家庭裁判所家事調停委員

日本社会学会理事。「社会学評論」編集委員

北海道大学医学部入学試験委員

北海道広報委員会委員

日本民族学協会評議員



口召禾030歪羅三10月

32年7月

33年4蝿

34年2月

　　5月

　　10月

35年5月

　　6月
36孟験　4　ナヨ

　　8月
37孟ド　8　）ヨ

39勾鑑5月

　　7月

　　12月

40年1月

　　1月
41舞三　5　月

　　7月

　　10月

42年4月

　　4月

43年2月

　　4月

　　9月

　　10月

　　10月

44年1月

　　4月

　　6月

273

アメリカ合衆圏へ出張（30年10月10i三1～32年11月12【ヨ）

ノース・カロライナ大学社会科学研究所客員研究員（μックフェラー財団よ

り招聴され，る）

デューク大学東洋文化講座において「日本の文化一計，義理，人情に関

する社会学者の見解」に関する拙待講義

北海道大学文学部社会学講座担任

北海道社会学斎会長

北海道大学学生部委員会委員

北海道大学教育学部講師

北海道開発局開拓事業計画調査員（パイロット・ファームを中心とする開発

事業効果調査に従事。十勝，空知，天北地域を含めて10年閥継続）

北海道大学クラーク会館委員会委員

北海道大学学生相談委員会委却

北海道職員上級職試験社会福祉試験委員

纂11回太平洋学術会議において　「正常家族と口本の生活水準」について

発表

iヨ本都市学会理事

札幌市公害対策審議会委員

産炭地域振興調査員

北海遊大学教授（文学部社会学講座担轟）

北海道開発審議会特別委貴

北海道青少年問題脇議会委員

近代的産炭都市造成調査委員会委員

北海道科学技術審議会臨時委員

北海道大学文学部付属北方文化研究施設研究員

札幌布社会編祉調査専門委最

口本民族学会評議貫

北海道大学教職課程委員会委員

第9距睡際家族研究セミナーにおいて「家族類型と二面」について発表

北海道青少年育成団体活動講自【ll

北海道総合開発委区会委員

札幌市赴会教育委員

北海道大学図書館委負会委員

北海道医療対策協議会委員（地域医療体系および医療生活圏の研究）
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昭和44年6月

　　　　　7月

　　　　　8月

　　　　　9月

　　45年9月

　　　　10月

46年4月

47年6月

48年2月

　　4月

　　8月

　　9月

　　9月

　　10月

49年2月

　　7月

　　9月

50年1月

　　1月

　　4月

　　4月

　　4月

　　9月

51年6月

　　9月

52年1月

　　2月

　　2月

北海道放送番組審議会委員

札幌市長期総合計画審議会委員

北海道過疎地域振興対策調査研究委員

札幌市総合企画調査専門委最

北海道住宅対策審議会委貰

アメリカ合衆国へ出張（10月20Ll～U月4｝」。ニューヨーク，ワシント

ン，シカゴ，ロサンゼルス都市調査。織連にて，垂垂大学誘致につき打ち

合わせ）

北海道都市計画地方審議会委員

札幌市祉会福祉地方審議会委員

北海道大学大学院環境科学研究科〔仮称）検討委員会委員

北海道大学学生部委員会委員

連合王li型，ドイツ連邦共和闘，フランス，スウェーデン，フィンランド，

ノルウェーおよびデンマークへ出張（8月31H～9月211」。地域角宿，二

凱rタウン開発，環境聞題の調査研究）

オス極心大学東洋研究所において「「｛本人の行動様式」について招待講演

北海道文化振興審議会委員

北海道大学大学院環境科学研究科（仮称）設立検討委員会委猷

The∫ournal　of　Comparative　Family　Studies　（University　of　Calgary，

Canada＞編集委員

北海道大学入学試験出題および採点担当責托者を命ぜられる

北海道大学大学院環境科学研究科設置準備委員会委員

北海道大学大学院委員会委員

北海道国土利用計画地方審議会委員

北海道大学…般教育特捌委員会委員

北海道大学創基百周年記忌事業実行委員会学内行事等専門委員会委員

札幌ユネスコ協会副会長

フィンランドおよびアメリカ含衆国へ操＝脹（9月1日～15日。ヘルシンキ，

タピオラ，ロバニエミ，ニューヨーク，サンフランシスコ等の環境問題研究）

周立民族学博物館研究協力者

北海道フィンランド協会理事長

北海道都市学会会長

北海道大学大学院環境科学研究科設躍準備室員

同上設置準備室幹事
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疑召｛和52年4月

　　　　4月

　　　　6月

　　　　6月

　　　　11月

　　　　11月

　　54年8月

　　55年4月

　　　　5月

7月

　　9月

56年4月

所　属　学　会

北海道大学大学院環境科学研究科長（54年3月まで）

北海道大学評議員

北海道科学文化振興財団副理事長

国連協会北海道本部理事

北海道大学附属図書館北方資料室運営委員会委員

五所川原市文化褒賞受賞

大学院環境科学研究科長事務代理（9月7日まで）

指定職

国連人口活動基金（UNFPA），｝ヨ本大学と共催の「開発のための計爾的人

口配分　　北海道の経験」園際セミナー（5月17｝三1～24日）北海道チーム

責任者

アメリカ倉衆圓に出張。ハワイ東西センター主催「アジア中都市会議」

（7月15日～291三Dに招かれて研究報告

北海道フィンランド協会会長

停年により戸惑。北海道大学名誉教授の称号を授与される。

｝三1木面会学会・日本人口学会・日本民族学会・1ヨ本都市学会・村落社会研

究会・犯罪社会学会・傑健医療社会学研究会・アメリカ社会学会（フェロ

ーメンバー）・アメリカ人口学会（名誉会員）・li覇際社会学会（終身会員）・

国際人口学会・国際農村社会学会・岡際家族問題研究会

〈講　演　等〉

全国社会教育研究大会，全国PTA連舎大会，全国大気汚染研究協議会，全園公衆衛生学会，

北海道PTA連合大会，北海道内各市町村社会教育・青少年育成大会・成人式・まちづくり・

むらづくり研究会等で講演



276

1．

2．

3．

4．

5。

6，

7．

8，

9．

10．

11．

12．

　　　　　　　　　　　研　究　業

　　　　　　　　　　　　　　L　著　　　書

非行少年の実態

母子世帯の研究

総合開発における地域設定と方法論に関する研究

社会学（編著）

都市の青少年

地域開発と社会変動

都甫の家族

都市生活と公害

蒔

績

札幌市における発生の地域的関係に関する研究

アメリカ合衆国工兵隊の国土開発に於ける活動とその理論的根拠

北海道立江差病院の利用圏

中心として（中島・大山と共著）

滝上町開発診断

根釧地区における医療生活圏の構造（ブくレLlとナ辱著二）

北海道民生部

北海道民生都

北海道開発局

関書院新挫

誠信撮房

北海遂開発局

誠信轡房

北海道企颪部

北海道開発局

地域医療と注民生活の関連を

　　　　　　　　　北海道医療総合対策協議会

農山村社会再開発のために（笹森・鷺谷と共附

　　　　　　　　　　　北海道地域閥題研究会

　　　　　　　　　　　北海道地域問題研究会

昭和26年2月

　　28年3月

　　37年3月

　　38覇三3月

　　38益1三10月

　　39臼三　3　月

　　41年2月

　　42年9月

　　43年8月

45年8月

46向を　3　月

48年1月



13，農村社会の動態一一中札内村のi：｝目発長期構想のために

　　（中島・三谷・大山と共著）　　’　　　　　｛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道地域問題研究会

14。基礎社会学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川島、募店

15．」猛：多｝｝しノ＼口二二つ。）百益1三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道大学

16．有珠山噴火と環境変動　　1977年有瑚“．1噴火にや1らう環境変動と

　　祉会的影響に関する学際的研究（編蜘昭和52年度科学研究費

　　補助金・自然災害特別研究（2）2020認及び昭和52年度特定研

　　究経費（研究代表者　関　濾秀〉

　　　　　　　　∵　　・　、　　　　　　　　　北海道大学

17．変動期における地域社会の課題と展望　　南寓良野町の実態

　　（五士嵐・黒柳・中細・比1村・加賀歴・小陥と共著）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道地域問題研究会

手8．北海道の都市診断．　都市政策樹立のために（小田と共著）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道住宅都市部

19．特定地域を対象とする地域環境・経済総合モデルの開発に

　　関する研究　　北海道地域エコロジープロジェクト（そク）…）

　　（山村・加賀屋・小閉・辻井と共著）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業研究所

20．同上研究（その二）（山村・加賀屋・小［］ヨ・辻井と共著〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業研究所

2！．百万都市の婦人　　札幌市における婦人の生活構造と

　　生活志向に関する研究（大山と共著：）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札幌市市民局

22．札幌衛婦人特定調査研究　　婦人問題と婦人施策に

　　関する提言（大山と共著）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札　　幌　　市

23．有珠山噴火に伴う社会変動と環境影響評価測定法。）開発に関す

　　る研究（小田・金田・大1上い三谷・旧村・山村・加賀膣と共著）

　　昭和54～55年度文部省科学研究費試験研究（2）48！006　（研究

　　代表者　関　清秀〉報告書
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ii召禾日49イ：移　3　／q

昭和51年4月

52孟｛三」11月

，53益1三12月

54年3月

54年3月

54年3月

55年3月

55年10月

56年3月

56年3月
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1．

2．

3，

4．

5．

6．

7．

8．

　　　　　　　　　　　　II．　単行書の執筆分担論文

社　会　学

　　「社会科学研究の栞」　　　　　　　　　　　綜合文化社　　昭和23年11月

北海道における道徳的事実

　　「現代道徳の実態」　　　　　　　　　　　　　　河出書房　　　　29年5月

農村における母子世帯の生活と意識

　　「村落社会研究会年報・第！巻」　　　　　　　　　時　　潮　　社　　　　29年10月

家族と貧困

　　「家族社会学」　　　　　　　　　　　　　　　　　有　　斐　　閣　　　　42年10月

地域社会学の一課題

　　「経済と社会」　　　　　　　　　　　　　　　ミネルヴァ書房　　　　47年11月

地域保健・医療計画（大山と共著）

　　「保健医療社会学の成果と課題」　　　　　　　　垣内出版社　　　　52年3月

The　Ainu　of　Nisshin：Family　Life　alld　Social　Residues

　　η～8Aゼ7zπ：　Tん8　Pα∫巨π彦んθP7・a号821’，　Bunpyo　Shuppan　Co．　　　　　Aug．1977

生産組織の形成過程における農業協同組舎の役割に関する研究　　北海道

中札内村，深川市，士別市三地区の比較事例的考察（杉岡と共著）

　　「魚脳組合奨励研究報告・第4輯」　　全1劃農業協同組合中央会　　　　54年3月

　　　　　　　　　　　　　　　夏1翌．　論

1．津軽一山村の社会構成

　　　岩波書店「年報社会学」第8輯

2．綜合開発の根本閾題

　　　建設省「建設時報」2－10

3．これからの都市設計

　　　「北海道都市計画協会会報」2－1

4．北海道の人口流動

文

北海道総合開発委員会事務局「北海道の人口問題」

昭和16年10月

24年10月

25年1月

27年3月



5。家族崩壊と貧困の類型

　　　　日本社会学会「社会学評論」5－4（有斐閣＞

6，都市の貧困階層とその生活構造

　　　　北海道大学文学部紀要4

7．世界人口の動向と地域開発

　　　　「総合匠痢発」　33

8。開拓集落の社会講造と家族類型

　　　　旧本社会学会ヂ社会学評論」52（有斐閣）

9．国土計画における地域設定の方法論

　　　　北海道大学文学部紀要11

10．世界的都市化の中におけるアジアと日本

　　　　北海道都市学会「北海道都市」1

11．都市の公害に関する研究

　　　　北海道大学文学部紀要15－1

12．The　Normal　Family　and　the　Abnormal　FaInily

　　　　北海道大学文学部紀要16－2

13．Die　Ainufamilieまn　der　wachsenden　Stadt

　　　　I職stitut　f茸r∫apanologie　an　der　Unlversit翫Wie捻，

　　　　，，Bei毛rage　zur　Japanologie‘‘Band　6

14　The　Circle　of　On，　Giri　and　Ninjo－Soclologisゼs　Point　of　View一

　　　　北海道大学文学部紀要19－2

エ5．医療生活圏構造の地域社会学的研究（大由と共著）

　　　　日本社会学会「社会学評論」91（23－2）

16．医療生活圏構造の問題一社会学の立場から一

　　　　「公衆衛生」37－2（医学書院）

17．都市の類型化に関す研究（神山と共著）

　　　　1ヨフド社会学会　「箒瓠二会学言荒言倫「」　104

18、非正常家族と福祉政策一家族政策としての課題一

　　　　全国社会幅祉協議会「福祉」59－3
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昭和30年3月

30年3月

34年5月

38年1月

38年3月

39年4月

41年12月

43年3月

1969

46年2月

47年12月

48年2月

51年3月

51年3月
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19，環境計画と環境影響評価

　　　　北海道大学大学院環境科学研究科紀要「環境科学」第1号

20．噴火の社会被害構造に関するシステム分析仙村・加賀屋と共著）

ご’

@　北海道大学「有珠山噴火と環境変動」

2L社会学と環境アセスメント

’ご・．「P本社会学会「社会学評論」117号（30－1＞

22．地域開発の社会的文化的影響評価の方法

　　　　国際連舎大学・人間と社会の開発プログラム研究報告（UNUP　7！）

　　　　「北海道開発と技術移転」（地域研究部会代表開　清秀）

盆3．　．ゴヒ海道社会言命

　　　　日本大学人P研究所「北海道移植民と開発に関する研究」

24．移植民の類型論

　　　　同上書

25．R6忌eざrch　on　Planned　Migration，　Urbanization，　and

　　D・v・1・pm・nt　i・H・kk・id・…A　C孕r・St・dy－

　　　　Paper　prepared　for　the　Meeting　on王ntermediate　Cities

　　　　語　Asia，　East－West　Populatioll　Institute，　East－West

　　　　Center，　Hawaii

26．札幌のまちづくりに提案する　　　T’

　　　　札幌市企画調整局「都市問題調査報」

37．．．地方の時代と都市の役割一新しい地域三会の建設をめざして

　　　　全国市長会「地方の時代と都市の役割」（第42回全隔都市間題会議）

28．、ASqciological　Study　of／｛okkaido－Socia1　Characteristics　of

　　Hokkaido　as　a　Frontier　Society

　　　　United　Nations　Fund　for　Population．“Activities，

　　　　2伽鷹4PoμZα彦∫o鴛Dガ∫‘ア岬諭厩。πプb2卿Dεη8Z砂刀’6刀’：

　　　　Hb勲α配。　E⑳8漉ノzo6

39．．Pattems　of王n－migration　to　Hokkaido　UNFPA，乃ガ4．

30．社会の形成と発展について一北海道地域社会を事例として一

　　　　北海道都市学会「北海道都市」16・！7号

昭和53年3月

53孟1三12」ヨ

541年6月

54年12月

55年4月

55年．4月

July　1980

55｛界！0月

55歪iド10ナヨ

February　198！

February　198！

56脅三　3　ノヨ



　　　　　　　　　　　　　　　王V．調査報告書

1．学生生徒生活実態調査報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道大学

2．1954年学生生活調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道大学

3．開拓事業効果報告書（5冊シリーズ。笹森・鴨川・布施・三谷と共著）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道開発局

4．昭和34年度学生生活調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道大学

5・サロベツ原野綜命調査報告書（5冊シリーズ。笹森・三谷・登石と共著）

6．北海道開発と青少年への期待　　北海道における青少年の職業

　　選択行動と職業生活に関する調査研究（登石と共著〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　海　道

7．広域生活圏設定のための基礎研究（大山と共著〉

　　北海道科学研究指定研究報告轡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　海　道

8．泥炭地の生態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道開発局

9．札幌市長期総合計画に関する世論調査　　一般調査報告書

　　（三谷・大山と共著）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札幌甫企画調整局

！0．札幌市長期総合計画に関する世論調査　　特別調査報告書

　　（三谷・大山と共著）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　札幌市企画調整局

11．北海道と北欧スカンジナビア三離iとの経済・生活・文化交流に

　　関する調査報魏譜（三谷・飯田・黒田・関谷と共著）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北方圏調査会

12，北方生態環境の展開と推進に関する学際的研究（伊藤・高橋・

　　山村・加賀屋・小IIヨと共同研究）

　　　北海道開発調整湖1「昭和55年度北海道科学研究費による研究報告」
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聾召禾024年　7　月

　　30年4翔

　　34～39年

　　35年3月

　　36～45年

　　44年2月

　　45勾三　3　月

　　46年3月

　　50年3月

　　50年8月

52年3月

56年3月
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　　　　　　　　　　　　　　　　V．　辞　　　典

1．鹿島出版「社会科学辞典」の諸項臼

2．TBSエンサイクロペディア・ブリタニカ「現代アイヌ」の項

3．北海道新聞社r北海道大百科辞典」項蟹選定委員

　　　　　　　　　　　　　　VI。　新聞コラム執筆等

1。北海道新聞朝刊「魚眼図」同人（昭和34～43年）

2．読売新聞夕刊「創成川」同人（昭和38～39年）

3．その他，朝日新聞，毎購新聞，読売新聞，北海道新闘，北海タイムス，その他雑誌等に多

　年に；わたって寄稿。

4．NHK，　HBC，　STV，　HTB，　UHB等のラジオ，テレビにて所見を発褒


